
 

 

船舶インシデント調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 座洲 

発生日時 令和８年２月１日 ０４時１５分頃 

発生場所 静岡県富士市富士川河口東側の浅所 

 田子の浦港西防波堤灯台から真方位２４７°３.０海里付近 

 （概位 北緯３５°０６.９′ 東経１３８°３８.５′） 

インシデントの概要 プレジャーボート歌
うた

丸は、航行中、浅所に座洲した。 

インシデント調査の経過 令和８年２月１６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 歌丸、５トン未満（長さ６.８５ｍ） 

 ２４１－１１０４７静岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：うねり 波向南、波高約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

日出時刻：０６時４５分頃 

月齢：１３.３ 

 インシデントの経過 (1) 本インシデントの経過 

本船は、船長が１人で乗り組み、友人（以下「同乗者」とい

う。）１人を乗せ、釣りの目的で富士川河口の東側にある海岸（以

下「富士海岸」という。）南西方沖の釣り場に向け、法定灯火を表

示してＧＰＳプロッターを作動させ、手動操舵で静岡県富士市田

子の浦港を出航した。 

本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約０.４ｍであった。 

本船のＧＰＳプロッターは、海図、航跡、速力、水深、等深線

等が画面に表示されていた。なお、型式が古く海図の地形が一部

実際と異なる部分があった。 

船長は、富士海岸南方沖の海域で、昼間及び夜間の操船経験が

複数回あったが、目視とＧＰＳプロッターによって操船できてい

たので、航行予定海域の水路調査を正確に行ったことがなかっ

た。 

船長は、ふだんＧＰＳプロッターを見ながら操船していたが、

出航後、薄明から日出時刻に向かう時間帯で、周囲の景色が見え

始めたので、目視のみでも安全に操船できると思い、ＧＰＳプ

ロッターを見ることなく操船した。その後、右舷船首方に見える

陸岸の灯
あか

りを頼りに釣り場を探しながら緩やかに右舵を取り、本



 

 

船を陸岸の方向に西進させていたが、湿気によって操舵室前面の

窓ガラスが曇り出して船首方の見えづらさを感じ始めた。 

本船は、富士海岸南西方沖を西北西進中、底質が砂の波打ち際

の浅所に座洲した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ インシデント発生経過概略図 

（国土地理院 Web サイトの地理院地図を加工して作成） 

 

船長は、主機を前進及び後進にかけたり、手で押したりして離

洲しようと試みたが、南寄りのうねりを受けて本船が動かなかっ

たので、１１８番通報した。 

本船は、巡視船によって田子の浦港にえい
．．

航された。 

(2) 富士川河口及び富士海岸の情報 

  ① 文献*1によれば、富士川流域は、出水時の攪
かく

乱など土砂移動に

よって礫
れき

河原（砂や小石で構成された植生が少ない砂州や河

床）となっており、下流部では扇状地が発達している。 

  ② 文献*2によれば、富士海岸は、駿河湾奥部に位置して玉石海岸

が形成されており、南から南南西のうねりの影響を強く受け

る。年中強い風が吹いて、同湾の極めて大きい海底勾配と強い

風によって、波高の大きな波が寄せる。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 
*1 「富士川水系河川整備計画（変更）」、国土交通省関東地方整備局、令和 7 年 11 月、

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000931887.pdf 
*2 「富士海岸の特性」、沼津河川国道事務所、https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/kaigan/feature/ 
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図２ インシデント発生場所概略図 

（Google Maps 航空写真を加工して作成） 

 

  ③ 船長は、本インシデント後、ＧＰＳプロッターに記録された

航跡を確認したところ、富士川河口の砂州の地形が大きく変

わって海側に拡延しており、本船が浅所等として表示された場

所を航行していたことを知った。 

分析 (1) 富士海岸は、南寄りのうねりの影響を強く受け、波高の大きな

波が寄せることから、地形の変化が大きく、同海岸付近を航行す

る小型船舶は、地形及び水深の変化に注意を払うことが重要であ

るものと考えられる。 

船長は、本インシデント当時、同海岸の地形及び水深の変化を

把握していなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、富士海岸南方沖において、昼間及び夜間に複数回の操

船経験があり、ふだん目視とＧＰＳプロッターによる船位の確認

によって安全に操船できていたことから、本インシデント当時も

同様な操船ができると思っていたものと考えられる。 

(3) 船長は、目視で周囲の状況を確認できると思い、陸岸の灯りを

見て、ＧＰＳプロッターを使用して正確に船位の確認を行うこと

なく、操舵室前面ガラスが曇った状態で船首方の見張りをしてい

たことから、船位及び海岸線との距離の確認を十分に行っていな

かったものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、富士海岸南西方沖を航行中、浅所に座

洲したものと考えられる。 

原因 本インシデントは、船長が、富士海岸の地形及び水深の変化を把握

していない状況において、夜間、本船が同海岸南西方沖を航行中、操

舵室前面ガラスが曇った状態で、目視による船位及び海岸線との距離

の確認を適切に行っていなかったため、同海岸に接近していることに

気付かず、本船が浅所に座洲したものと考えられる。 

インシデント 
発生場所 



 

 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、操船中、目視のみに頼らず、ＧＰＳプロッ

ター等を活用して船位の確認を適切に行い、海岸線及び陸岸との

距離を十分に確保すること。 

・小型船舶の船長は、操舵室のガラスが曇るなどして周囲の見張り

が適切に行えない場合、安全な場所に停船して窓ガラスを拭くな

どして視界を確保して適切な見張りが行えるようにすること。 

・船長は、出航前に航行予定海域の水路調査を行って、地形、水

深、可航水域等を把握しておくこと。特に、自船を河川の河口域

で航行させる場合、地形の変化があることを理解しておくこと。 

 


